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そんなに暴れるな。熊の気持ちがわかるなぁ�

　10月10日に行われた「第29回あきあじまつり」の1シーンです。�
鮭を購入すると抽選で当たった人のみができる〝鮭のつかみどり〟�
です。つかまりたくないと必死に逃げ回る鮭を激闘の末、ようやく�
獲ることができました。今夜は鍋、フライ、それとも冷凍？�
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パ�
イ�
ロ�
ッ�
ト�
マ�
ラ�
ソ�
ン�

十
月
三
日
、
第
二
十
一
回
別
海
町
パ
イ
ロ

ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
が
陸
上
競
技
場
を
出
発
し
、

国
道
２
４
３
号
を
折
り
返
す
日
本
陸
連
公
認

の
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
に
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
男
性
二
百
六
十
人
、
女
性
三
十
人

の
計
二
百
九
十
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
強
い
風
が
選
手
を
痛
め
つ
け
、

苦
し
い
マ
ラ
ソ
ン
日
よ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

自
分
自
身
と
の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

ま
た
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た

第
十
四
回
パ
イ
ロ
ッ
ト
健
康
マ

ラ
ソ
ン
に
は
、
町
内
外
の
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
四
百
人
が
五

キ
ロ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

の
真
木
選
手
も
参
加
し
、
終
了

後
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
マ
ラ
ソ
ン
シ

ュ
ー
ズ
が
当
た
る
大
抽
選
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。

長い42.195㎞、短い４時間の関門

《
健
康
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
》

▽
小
学
生
男
子

井
上
　
陽
介
（
釧
路
市
）

▽
同
女
子

荻
生
　
　
唯
（
阿
寒
町
）

▽
中
学
生
男
子

永
坂
　
幸
也
（
浜
中
町
）

▽
同
女
子

富
田
早
弥
香
（
中
標
津
町
）

▽
高
校
生
男
子

芦
崎
　
雄
一
（
釧
路
市
）

▽
一
般
男
子

米
澤
　
　
稔
（
釧
路
市
）

▽
一
般
女
子

松
倉
　
春
江
（
釧
路
市
）

一
般
参
加
者
／
男
子

岡
村
政
幸
（
住
友
電
工
）

２
時
間
30
分
30
秒

一
般
参
加
者
／
女
子
　

北
澤
麻
依
子
（
釧
路
陸
協
）

３
時
間
13
分
57
秒

招
待
選
手
／
男
子

山
中
　
俊
（
日
立
電
線
㈱
）

２
時
間
25
分
27
秒

招
待
選
手
／
女
子

浅
井
え
り
子
（
東
京
都
）

２
時
間
56
分
07
秒

《パイロットマラソン優勝者》
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あ�
き�
あ�
じ�
ま�
つ�
り�

十
月
十
日
、
第
二
十
九
回
西
別
川
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
が
、

別
海
漁
協
前
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
将
軍
に
献
上
さ
れ
た
伝
統
の
鮭

を
味
わ
お
う
と
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。鮭

の
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

原
価
提
供
と
あ
っ
て
即
完
売
。

会
場
で
は
、
鮭
の
つ
か
み
ど
り

や
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
、
ち
び

っ
こ
さ
け
釣
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

炭
火
で
焼
い
た
串
焼
や
チ
ャ
ン

チ
ャ
ン
焼
、
あ
き
あ
じ
鍋
の
さ

け
料
理
な
ど
秋
の
味
覚
を
味
わ

い
ま
し
た
。

北原ミレイさん　ス・テ・キ

あきあじ鍋 大好評

炭火の串焼
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十
月
十
七
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
清
翠
園
入
所
中
の
中
鉢
イ

ツ
さ
ん
が
満
百
二
歳
を
迎
え
ら
れ
、

佐
野
町
長
か
ら
お
祝
い
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
鉢
さ
ん
は
、
明
治
三
十
年
岩

手
県
生
ま
れ
。
昭
和
六
年
に
中
西

別
に
入
植
し
農
業
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
中
鉢
さ
ん
は
、
園

内
の
行
事
に
は
車
イ
ス
で
参
加
し
、

食
事
も
自
分
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
と
て
も
お
元
気
で
す
。

柏
の
実
学
園
祭

無
農
薬
野
菜
大
盛
況

知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
柏
の

実
学
園
」
で
十
月
十
七
日
、
初
め

て
の
学
園
祭
「
柏
の
実
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の

人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

四
月
に
開
所
し
た
同
園
で
は
、

五
十
人
が
入
所
し
、
団
体
生
活
を

送
り
な
が
ら
初
め
て
の
学
園
祭
に

む
け
て
園
生
や
保
護
者
会
が
準
備
。

会
場
に
は
、
園
内
の
畑
で
栽
培
し

た
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ピ
ー
マ
ン

な
ど
の
無
農
薬
野
菜
や
ク
ッ
キ
ー
、

牛
肉
の
丸
焼
き
な
ど
の
販
売
に
人

気
を
呼
ん
で
い
た
。

ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
で
は
、
学

園
生
活
の
写
真
や
手
工
芸
品
な
ど

に
訪
れ
た
人
は
熱
心
に
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

10月17日、町総合スポーツセンターなど
で「遊ぼっとスポーツ’99in別海」が開かれ
ました。
この催しは、町内９地区が軟式野球、ソ

フトボール、ゲートボール、パークゴルフ、
ソフトバレーボール、駅伝競走の６種目で
競い合い、親睦と交流を深め、町づくりを
より積極的に推進することを目的に毎年行
われ、４回目を迎えます。
小学生から高齢者の1,100人の参加者は、

スポーツの秋にふさわしいさわやかな汗を
流しました。
結果は次の通り
優勝／中春別　準優勝／西春別駅前
３位／尾岱沼

みんなで遊ぼっとスポーツ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

駅
伝
競
走

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

軟
式
野
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

認
定
登
録

花
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
積
極
的
に
指
導
助
言
で
き
る

方
を
、
道
知
事
が
認
定
し
、
市
町

村
に
登
録
し
て
活
動
す
る
フ
ラ
ワ

ー
マ
ス
タ
ー
が
八
名
誕
生
し
、
町

役
場
で
認
定
証
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

佐
藤
嘉
津
三
さ
ん
（
上
春
別
）

米
井
　
正
一
さ
ん
（
別
海
）

杉
山
　
武
義
さ
ん
（
別
海
）

菊
地
　
鉄
男
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
）

池
田
　
征
子
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

斉
藤
　
則
子
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

福
原
ル
リ
子
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
）

渡
辺
キ
ク
子
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
）

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
派
遣
を

希
望
す
る
方
は
、
役
場
生
活
環
境

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10月20日、交流館「ぷらと」で職業奉仕活動表
彰式が行われました。この表彰は別海ロータリー
クラブ（田保秀治会長）が毎年行っているもので、
職業活動を通じ地域の発展に大きな功績のあった
人を表彰するものです。今回受賞されたのは加藤
次郎さん（84歳）＝別海常盤町６と青木昌人さん
（72歳）＝西春別駅前栄町50の２人。
加藤さんは、幼少の頃から理容師に成ろうと決

意し、下働きと酷しい修業の日々に耐え念願の免
許を取得。更に修業の後、昭和15年に加藤理容所
を開業。また、家業の傍ら消防団員等の公職を多
年続けられ、地域の発展に貢献されました。
青木さんは、昭和20年から西春別で雑貨商を営

んでいましたが、昭和43年に(有)青木石油を設立
し、代表者として業界の発展と共に地域のために
も数々の公職を持ち御尽力されています。特に教
育関係には昭和53年からは教育委員として、また
平成２年から平成６年迄教育委員長として教育発
展に勤められました。

職業奉仕活動表彰受賞
加藤　次郎さん・青木　昌人さん

町
内
在
住
五
十
年
以
上
で
九
十

歳
に
な
る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長

寿
賞
」
を
、
お
二
人
の
方
が
受
賞

し
、
長
寿
賞
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

根
本
　
イ
チ
さ
ん

明
治
四
十
二
年
九
月
二
十
五
日
生

中
西
別
７
番
地
の
３

大
森
　
馨
さ
ん

明
治
四
十
二
年
十
月
一
日
生

尾
岱
沼
潮
見
町
３
番
地
の
２
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町
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
十
二
年

四
月
に
小
学
校
へ
新
入
学
す
る
児
童
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
次
の
と
お
り
百
九
十

二
人
が
該
当
と
な
っ
て
い
ま
す
。該
当

す
る
児
童
は
、平
成
五
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
。町
内
に
住
ん
で
い

て
も
、住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ
た

り
住
民
登
録
を
し
て
も
実
際
に
そ
の
地

域
に
住
ん
で
い
な
い
と
い
う
方
な
ど
は
、

名
簿
か
ら
も
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。太
字
は
通
学
校
名
、

（
　
）内
は
保
護
者
名
で
す
。�

別
海
小
学
校
＝
九
名
　
伊
藤
保
菜
美（
博
）

北
島
康
樹（
昭
）北
島
武（
勝
広
）木
村
慎

太
郎（
真
信
）相
馬
裕
亮（
範
康
）
b
橋
昂

太（
定
春
）對
馬
明
彦（
紀
彦
）天
神
あ
か

り（
保
）中
村
太
一（
清
一
）�

野
付
小
学
校
＝
十
六
名
　
阿
部
胡
桃（
広

幸
）岩
崎
優
斗（
信
良
）大
久
保
彩
乃（
智
）

大
村
啓
太（
光
治
）尾
形
賢
星（
義
弘
）方

波
見
将
士（
紀
男
）新
濱
麻
衣（
良
一
）滝

今
日
子（
泰
英
）津
田
真
奈（
一
孝
）内
藤

妃
冴
絵（
義
雄
）平
賀
仁
奈（
仁
）間
端
涼

（
正
志
）山
崎
楓
也（
正
広
）山
本
和
希（
敏

文
）　
山
智
仁（
一
弥
）渡
辺
美
咲（
鉄
雄
）�

中
春
別
小
学
校
＝
八
名
　
河
合
総
一
郎

（
正
一
）佐
々
木
良
介（
靖
裕
）竹
田
侑
弥

（
優
司
）立
澤
未
尋（
育
夫
）中
西
涼
真（
伸

明
）永
野
豊（
正
洋
）林
奈
緒
美（
満
）山

田
咲
希（
幸
夫
）�

豊
原
小
学
校
＝
八
名
　
遠
藤
夕
貴（
均
）

尾
田
謙（
求
）木
原
佐
和
子（
誠
）酒
井
樹

弥（
孝
樹
）下
元
健
太（
泰
吉
）田
口
香
織

（
英
治
）中
西
裕
哉（
貴
司
）森
葉
弓
美（
正
一
）�

美
原
小
学
校
＝
十
名
　
上
神
大
地（
聡
史
）

内
山
裕
美（
　
夫
）金
子
茉
樹（
奈
保
子
）

北
澤
佑
太
郎（
光
太
郎
）小
宮
山
陽
子（
啓

之
）佐
藤
秋
乃（
信
吉
）佐
藤
珠
希（
浩
明
）

徳
木
孝
紀（
孝
志
）西
原
怜
良（
浩
）服
部

僚（
恒
洋
）�

別
海
中
央
小
学
校
＝
五
十
九
名
　
穴
澤

健
人（
智
）阿
部
文
香（
秀
一
）新
井
俊
博

（
勝
宏
）井
澤
秀
哉（
秀
勝
）石
橋
由
麻（
憲

幸
）伊
藤
数
真（
洋
逸
）伊
藤
天
信（
一
成
）

伊
藤
真
幸（
敏
彦
）伊
藤
百
華（
正
弘
）宇

居
夏
美（
弘
明
）臼
杵
直
人（
秀
知
）大
久

保
和
佐（
譲
己
地
）太
田
直
美（
等
）大
家

義
広（
邦
治
）小
椋
悠
斗（
剛
）小
野
千
穂

（
昌
昭
）樫
野
司（
麻
利
子
）片
岡
竜
斗（
達

治
）金
井
央（
欣
也
）倉
澤
恋（
久
美
子
）

小
林
奏（
一
郎
）佐
々
木
卓
斗（
勝
彦
）佐
々

木
裕
子（
信
之
）佐
藤
美
咲（
健
二
）眞
田

歩
奈（
浩
行
）宍
戸
拓
弥（
威
之
）宍
戸
莉

菜（
淳
一
）島
影
ち
な
み（
雅
和
）清
水
真

未（
純
夫
）庄
崎
駿（
則
子
）鈴
木
英
里
佳

（
忠
）鈴
木
里
旺（
優
）鈴
木
利
奈（
三
智
法
）

染
谷
惇
志（
幸
二
）高
橋
真
未（
敏
）高
橋

芽
里（
康
之
）田
保
翔（
圭
乙
）千
葉
海
士

（
英
二
）塚
田
駿
一（
俊
広
）堤
詩
帆（
裕
之
）

中
島
雛
子（
太
）中
根
健
太
郎（
進
太
郎
）

長
峰
汐
里（
光
男
）濱
岡
慧（
太
司
）福
士

大
登（
紀
幸
）松
木
麗
華（
吉
孝
）三
上
真

梨
奈（
真
由
美
）三
宅
玲
那（
忠
）宮
武
和

歩（
小
百
合
）村
井
万
純（
佐
智
子
）柳
　

健
太（
一
也
）山
内
崇（
斉
）山
田
結
花（
一

志
）山
本
美
希（
眞
弓
）吉
岡
昌
樹（
三
男
）

渡
邊
澄
子（
真
）渡
會
真
菜（
泰
二
）九
里

優
輝（
富
恵
）�

上
風
連
小
学
校
＝
五
名
　
木
下
ひ
か
る

（
平
）古
賀
卓
也（
昭
彦
）畑
中
真
治（
純
雄
）

馬
場
千
那
美（
慶
典
）森
重
雅
也（
誠
）�

中
西
別
小
学
校
＝
七
名
　
影
浦
雅
人（
隆

一
）加
藤
祐
太（
忠
博
）菅
野
律
子（
満
）

沓
澤
伸
也（
昌
　
）佐
藤
麻
衣（
哲
也
）林

宏
樹（
祐
一
）藤
本
賢
太
郎（
秀
明
）�

上
春
別
小
学
校
＝
八
名
　
粟
野
伊
久
美

（
聡
司
）伊
井
洋
貴（
良
弘
）北
浦
瑞
希（
香
）

齋
藤
莉
子（
佳
男
）藤
本
恵（
一
克
）細
谷

晶
大（
忠
一
）細
谷
希（
彰
）堀
和
希（
裕
美
）�

上
西
春
別
小
学
校
＝
四
十
七
名
　
石
毛

栞（
剛
）泉
大
知（
守
男
）市
田
綾
菜（
政
人
）

梅
坪
和
輝（
義
昭
）江
角
宗
生（
稔
）大
内

ま
り
絵（
敏
光
）大
澤
侑
矢（
武
史
）沖
田

英（
守
）角
野
涼
香（
昭
彦
）笠
間
裕
太（
明

浩
）門
脇
優
美（
進
）菊
池
早
紀（
悟
）岸

本
穂
乃
香（
豊
光
）北
浦
真
衣（
要
）北
村

亘（
篤
）久
津
呂
実
織（
幸
二
）幸
田
憲
紀

（
真
司
）小
村
有
砂（
弘
）佐
藤
功
平（
義
一
）

信
夫
遥（
重
勝
）島
田
恵
実（
裕
一
）清
水

さ
く
ら（
克
彦
）下
田
遼
明（
純
也
）庄
司

圭
介（
剛
）白
鳥
友
香（
礼
治
）角
結
花（
智

晴
）高
橋
弥
生（
靖
人
）竹
内
勇
人（
寛
樹
）

竹
田
寛
享（
　
見
）津
田
里
佳
子（
昌
　
）

土
屋
宏
起（
正
　
）中
沢
樹
史（
賢
次
）中

西
智
美（
満
則
）中
野
龍
弥（
義
彦
）生
江

勇
次
郎（
孝
之
）西
浦
隆
貴（
英
治
）二
瓶

将
秋（
剛
）長
谷
川
ち
な
み（
隆
春
）桧
森

幸
輝（
清
美
）藤
本
静
香（
勝
敏
）真
壁
弘

隆（
章
）牧
幹
也（
秀
明
）村
上
楓（
弘
行
）

村
上
達
也（
政
道
）森
田
玲
奈（
哲
司
）山

口
冴
里（
真
一
）吉
田
さ
や
か（
幸
雄
）�

光
進
小
学
校
＝
五
名
　
高
橋
の
ぞ
み（
養

一
）福
岡
茉
斗
香（
昭
雄
）淀
野
輪
河（
耕

太
郎
）　
木
春
二（
順
）斉
藤
萌（
伸
）�

西
春
別
小
学
校
＝
十
名
　
小
川
賢
悟（
清

志
）角
田
和
樹（
み
ど
り
）　
地
瑞
貴（
俊

一
）小
室
麻
友（
厚
子
）佐
々
木
駿（
敏
明
）

塩
田
崇
文（
則
芳
）　
戸
麻
衣
子（
孝
a
）

b
田
侑
香（
賢
治
）渓
口
裕
美（
正
裕
）古

川
雅
達（
昭
夫
）�

�  

連
絡
先
／
別
海
町
教
育
委
員
会�

　  

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係�

　  

1
５
―
２
１
１
１（
内
線
４
１
０
）�

平成12年度�
　　入学児童�

192人�
（平成11年撮影）�
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平
成
十
二
年（
第
五
十
二
回
）別
海
町

成
人
式
は
、一
月
七
日（
金
）に
別
海
町

中
央
公
民
館
で
、午
後
一
時
か
ら
挙
行

さ
れ
ま
す
が
、町
教
育
委
員
会
で
は
九

月
末
現
在
で
住
民
登
録
に
よ
り
調
査
し

た
結
果
、次
の
と
お
り
百
六
十
八
名
が

該
当
し
て
い
ま
す
。�

【
対
象
者
】�

一
、昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方�

二
、別
海
町
居
住
者�

三
、町
外
転
出
者
の
う
ち
、冬
休
み
等
で

帰
省
し
、当
日
成
人
式
に
出
席
す
る
方�

　
な
お
、氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
々

に
つ
い
て
は
、後
日
改
め
て
案
内
文
書

を
発
送
致
し
ま
す
。�

�

別
海
＝
斉
藤
昭
子
、天
神
強
美
子
、平
井

猛
、山
本
美
穂
、佐
藤
晴
美
、椎
木
一
好
、

立
花
陽
平
、吉
田
勝
、木
下
朋
也
、木
下

昌
也
、佐
藤
さ
つ
き
、佐
藤
み
ど
り
、関

英
美
、蛭
田
健
、村
上
秀
樹
、福
原
あ
さ
み
、

東
狐
め
ぐ
み
、永
井
裕
也
、秋
森
沙
織
、

上
杉
美
博
、近
藤
久
美
子
、白
坂
美
香
、

鈴
木
千
晶
、相
内
結
香
、伊
沢
春
奈
、蝦

名
善
利
、木
嶋
宏
之
、佐
々
木
友
行
、遠

野
美
保
、堀
井
み
ゆ
き
、目
黒
美
佳
、守

川
香
、
a
田
貴
之
、渡
邊
輔
、根
本
歩
、長

谷
川
国
広
、
a
田
麻
美
、柏
葉
奈
々
枝
、

丹
羽
大
樹
、渡
會
智
也
、市
場
義
教
、小

野
大
樹
、小
野
寺
祥
章
、鹿
能
崇
宏
、川

崎
将
史
、川
本
彰
三
、菅
野
千
佳
子
、久

保
田
恵
美
、佐
藤
由
美
子
、
b
本
元
、中

野
秀
樹
、永
尾
知
也
、水
足
智
、米
井
勝
人
、

石
川
ゆ
か
り
、越
後
佳
恵
、小
椋
雅
仁
、

小
田
中
新
、佐
藤
桂
司
、佐
藤
昌
壽
、中

田
治
幸
、藤
本
悟
、八
木
卓
、山
田
雅
子
、

横
田
和
之
、太
田
豪
、酒
井
里
美
、干
場

友
美
子
、秋
野
哲
平
、佐
藤
く
み
こ
、越

智
裕
佳
子
、工
藤
暁
輝
、新
堀
宏
貴�

中
西
別
＝
二
瓶
秀
史
、清
水
康
二
、深
代

可
奈
子
、川
上
美
恵
、森
嶋
洋
、長
谷
川

安
恵�

奥
行
＝
伊
丸
岡
忠
次�

走
古
丹
＝
大
野
絵
美
、角
谷
幸
司
、西
村

愛
弓�

本
別
海
＝
金
澤
知
、佐
藤
由
紀
江
、田

貴
寛
、宮
川
智
樹�

中
春
別
＝
中
尾
友
人
、目
黒
雅
明
、竹
田

華
、西
島
愛
、平
林
達
郎�

豊
原
＝
川
添
福
子�

美
原
＝
木
村
里
美
、塩
野
大
地
、西
村
和

美
、細
川
美
由
紀�

大
成
＝
鹿
野
亮
平
、保
田
千
晶�

本
別
＝
青
木
ひ
と
み
、北
野
意
咲�

西
春
別
＝
江
口
徹
、木
下
堅
二
、佐
藤
文

恵
、杉
谷
智
宏
、田
中
佑
典
、田
端
哲
也
、

照
井
剛
、西
本
一
男
、原
貴
仁
、松
本
義
弘
、

湊
川
尚
正
、山
内
圭
、山
賀
章
市
、横
内

健
博
、吉
田
勇
二
、金
田
武
彦
、西
塚
納

里
子
、佐
藤
直
人
、杉
本
亜
紀
、橋
本
照
美
、

井
上
健
太
、大
沼
浩
二
、
b
下
裕
司
、川

畑
則
人
、遠
野
健
、林
千
佳
、渡
邊
志
津�

西
春
別
駅
前
＝
b
橋
康
二
、田
邊
伸
一
、

谷
麻
衣
子
、関
口
尚
美
、石
川
真
理
、及

川
幸
恵
、合
田
真
由
美
、武
田
文
a�

泉
川
＝
一
瀬
将
孝
、高
橋
夏
奈
、二
田
邦

幸
、菅
原
優
介�

上
春
別
＝
河
村
友
紀
江
、
橋
本
正
人
、

林
智
子
、山
田
瑞
恵
、岩
屋
真
弓
、亀
井

由
紀
子
、亀
井
百
合
子
、佐
藤
薫�

床
丹
＝
小
貫
裕
嗣
、宮
脇
将
則�

尾
岱
沼
＝
上
林
あ
ゆ
み
、上
林
憲
二
、須

藤
明
美
、
b
木
寿
公
、安
達
綾
、大
高
暁
、

小
崎
尚
文
、櫻
田
譲
二
、田
口
一
美
、戸

田
貴
央
、豊
田
満
晴
、日
a
康
博
、山
口

享
且
、　
山
い
づ
み
、　
山
克
弥�

上
風
連
＝
蝦
名
大
希
、早
坂
一
彦
、長
井

昌
子�

��  

連
絡
先
／
別
海
町
教
育
委
員
会�

　  

社
会
教
育
課
青
少
年
教
育
係�

　  

1
５
―
２
１
１
１（
内
線
４
１
５
）�

おめでとう�
　平成12年の新成人� 97名�男性� 71名�女性�

〔記載漏れ及び参加希望の方は、11月12日fまで連絡を〕�

（平成11年撮影）�



チ� ビ� ッ� コ�

※10月28日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

11月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

た  ろう�

戸叶　太朗くん�
（吉昭）�

中島伸之助くん�
（源之助）�

しん  の  すけ�

木村　穂香ちゃん�
（忍）�

幸田　文太くん�
（真司）�

ぶん  た�ほのか�

11

　　　　　小児神経外来�

11月12日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

11月８日b～11月９日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

11月22日b�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

11月４日e～11月５日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

11月18日e～11月19日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�

12月２日e～12月３日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

�

　　　　　外　　　　　科�

　外科診療は手術・検査のため、毎日午後の診�

療は休診となっていますのでご了承ください。�

　なお、午後は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。�

�

　　　　　整 形 外 科�

　整形外科は、毎日午前の診療は休診（木曜�

日は一日休診）となっていますのでご了承く�

ださい。�

　なお、午前は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。｠�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�



－１歳６

ま　な　と�

鎌田茉那斗くん�
（正春）�

川村　幸星くん�
（幸樹）�

こうせい�

たい  が   

高橋　大河くん�
（真悟）�

としひろ�

佃　　稔浩くん�
（浩一）�

し　ほ�

貝原　志歩ちゃん�
（英樹）�

ひろたか�

戸田　浩隆くん�
（充英）�

12月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

9

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

11

１�

２�

〃�

３�

〃�

６�

〃�

７�

〃�

８�

〃�

９�

13�

14�

〃�

15�

16�

20�

〃�

〃�

21�

〃�

〃�

〃�

〃�

22�

〃�

〃�

水�

木�

〃�

金�

〃�

月�

〃�

火�

〃�

水�

〃�

木�

月�

火�

〃�

水�

木�

月�

〃�

〃�

火�

〃�

〃�

〃�

〃�

水�

〃�

〃�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

10：00～14：00�

11：00～14：00�

10：00～15：00�

電 話 予 約�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

10：00～14：30�

10：00～14：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：00�

10：00～15：00�

電 話 予 約�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

10：00～12：00�

11：00～12：30�

13：30～16：00�

16：00～17：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

10：00～12：00�

10：00～12：00

西 公 民 館�

東 公 民 館 �

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

団 地 セ ン タ ー�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

東 公 民 館 �

町 立 別 海 病 院�

上春別地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

上春別地域センター�

母子健康センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

尾 岱 沼 出 張 所�

西春別地域センター�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

中 春 別 地 区�
食生活改善講座�

高血圧予防相談�

物 忘 れ 相 談 �

３ 才 児 健 診�

母 親 教 室 �

1才3ヵ月歯みがき教室�

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

１ 才 半 健 診 �

乳 幼 児 相 談 �

乳 幼 児 相 談 �

母 親 教 室 �

乳 幼 児 相 談 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

肥 満 予 防 相 談 �

物 忘 れ 相 談 �

フ ッ 素 塗 布 �

地 区 健 康 相 談 �

母 親 教 室 �

地 区 健 康 相 談 �

母 親 教 室 �

フ ッ 素 塗 布 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �
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21世紀を間近に控え、新しい世紀を拓く創造性あふれる別
海町をつくりあげていくためには、教育の果たす役割は極め
て大きなものがあります。
このため、別海町の風土や郷土の特

色を生かした活力ある「生涯学習社会」
を築くとともに、豊かな心をもち、社
会の変化に柔軟に対応できる人を育成
し、地域の産業、文化を支え、地域に誇りをもって活動する
人材の育成が大事であります。
教育委員会では、急激な時代の変化が考えられる21世紀の

人づくりをめざして、町の教育の指針となる「しるべ」を10
年振りに改定しました。
改定の仕事を町教育振興審議会（会長　鴨志田武彦氏）に

２年前に諮問し、その答申を受けて今
年４月から新しく制定したものです。
以下、抜すいして２回に分けてご紹

介しますので、町民の皆様にも深いご
理解をいただき、共通の考えで町民の宝である子どもたちが
心身共に健全ですくすく伸びやかに育つためにご支援、ご協
力をお願い申し上げます。

このたびの教育のしるべの改定の
理由は、21世紀を迎えるにあたって、
少子高齢化・国際化・情報化・高度
化された科学技術の伸展、そして2002
年から始まる学校完全週５日制や国
の教育改革の実施などを考える時に
子どもたちを取りまく状況もきびし
いものがあり①ゆとりのない生活②
社会性の不足や倫理観の問題、自立
の遅れ③健康・体力問題④家庭や地
域社会の教育力の低下⑤いじめ・不
登校等の実態から、社会の変化に対
応する教育
が求められ
ております。
そのため

に、学校は
「知識を教
え込む教育」
から「自ら
学び、自ら
考える教育」
への転換。
豊かな人間
性など時代
を超えて変
わらない価
値のあるも
のを大切に
すること。
また家庭は、
様々な親º

º子の共同
体験や父親
の家庭教育
参加。地域
社会は生活
体験・社会
体験・自然
体験活動の
場や機会を
多く持つこ
とが必要不
可欠であり
ます。
更に、社

会教育面で
は、生涯各
期での学習
を充実し、
ふるさとづ
くりのため

〈
基
本
理
念
〉

ふ
る
さ
と
の
躍
進
を
め
ざ
す

た
く
ま
し
い
心
豊
か
な
町
民
を
育
む

の社会参加や奉仕活動、文化スポー
ツ活動を通して全町民の連帯意識の
高揚などを推進することが大切です。
このような諸々の願いをこめて21

世紀の本町の教育のめざす姿（基本
理念）を「ふるさとの躍進をめざす、
たくましく心豊かな町民を育む」と
し、21世紀の中心となる子どもたち
の指針と社会人の指針を示したわけ
であります。
今後とも、学校・家庭・地域社会

が連携し、自分で課題を見つけ、主
体的に判断し、よりよく問題を解決
する能力。自ら律しつつ、他人と協
調し相手を思いやる心や感動する心
など、豊かな人間性とたくましく生
きるための健康や体力など、いわゆ
る「生きる力」の育成に特段のご協
力をお願いいたします。

別海町教育のめざす姿
別海町の教育のしるべ改定のお知らせ

別 海 町 の 教 育
わたしたちの町別海は、四季折々の風情に恵まれ、海の青さと緑の大地に象徴される

雄大な自然が広がっている。躍進して止まない郷土の繁栄は先達の偉業に負うところが
大である。基幹産業として酪農・水産はもとより、豊かな町づくりにおいても、無限の
可能性を秘めている。
21世紀は国際化、情報化の進展、高齢化社会の進行など急激な社会の変化の時代であ

る。
したがって、先人の開拓精神を継承し、ふるさと別海の発展に寄与するために、自ら

学ぶ意欲と社会の変化に柔軟に対応する心豊かな人間性の育成が必要である。さらに、
学校・家庭・地域社会の一層の融合を図りながら、自らたくましく生きる力や創造性に
富む人づくりと学びの教育環境づくりを別海町の町づくりの柱とし、住民総参加の生涯
学習社会の構築を目指さなければならない。

ふるさとの躍進をめざす　
たくましく心豊かな町民を育む

d
◯健康・福祉－豊かな四季を享受し、自ら高める健康づくりと支え合う福祉
◯開 拓 精 神－生きがいを求め、自ら困難を切り拓いていくたくましい精神
◯産　　　業－正しい勤労観をもち、自ら生産の喜びを味わう地域産業
◯教育・文化－学び続ける喜びと、自ら郷土文化の担い手となる豊かな情操
◯社　　　会－助け合いを合言葉とし、自ら良きふるさとを創造していく社会

d

教 育 の し る べ

望ましい児童・生徒
¡健康でたくましく明るい子（健康）
¡進んで学習に励む意志の強い子（学習）
¡汗を流して働く喜びのわかる子（勤労）
¡創造性に富み感性豊かな子（情操）
¡他人に思いやりのもてる子（奉仕）
¡正しく判断し積極的に行動できる子（国際性）

望ましい社会人
¡健康で積極的に活動していける人（健康）
¡生涯を通し学び続けて自らを高めていく人（学習）
¡生産に喜びをもち豊かさを築いていく人（勤労）
¡郷土の芸術文化の継承・発展に寄与できる人（情操）
¡支え合う福祉の町づくりに参画できる人（奉仕）
¡国際的視野にたち次代を創造していく人（国際性）
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
み
ど
り
野
」

入
居
者
募
集

◯
住
所
／
別
海
寿
町
51
番
地

◯
募
集
人
員
／
一
名

◯
入
居
資
格
／
六
十
歳
以
上
の
方
で
、

自
炊
の
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の

低
下
が
あ
る
方
等
。

◯
入
居
予
定
日
／
十
一
月
末

◯
締
め
切
り
／
十
一
月
十
九
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
介
護
支
援

係
（
老
人
保
健
施
設
「
す
こ
や
か
」
内
）

1

５
―
０
８
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
３
０
０
７

「
別
海
町
生
涯
学
習
大
学

（
酪
農
科
）」
開
設
間
近

本
大
学
は
、
平
成
八
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
本
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

十
一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で

の
七
日
間
程
度
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

で
開
設
予
定
で
す
。

◯
受
講
料
／
無
料

◯
定
員
／
六
十
名

◯
対
象
／
農
業
従
事
者
（
学
生
）
及
び

一
般
町
民
（
聴
講
生
）

◯
内
容
（
予
定
）
／
農
場
の
環
境
整
備

と
景
観
・
農
機
具
等
の
管
理
・
根
室
地

方
の
気
象
と
自
然
・
身
近
な
自
然
（
植

物
）、
食
事
と
健
康
・
中
高
年
齢
者
の
病

気
と
健
康
管
理
・
別
海
町
の
情
報
化
推

進
状
況
と
農
業
用
パ
ソ
コ
ン
の
概
要

○
学
生
（
農
業
従
事
者
）
の
方
は
十
一

月
十
四
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
聴
講
生
（
一
般
）
の
方
は
自
由
に

受
講
く
だ
さ
い
。

○
講
座
終
了
後
、
一
時
間
程
度
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
体
験
が
で
き
ま
す
。

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
別
に
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
推
進
係
（
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
内
）

1

５
―
１
１
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
１
１
９
３

２
０
０
０
年
問
題
と
は

２
０
０
０
年
問
題
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
西
暦
年
数
の
下
二
桁
の
み
を
扱

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
西
暦
１
９
９
８

年
な
ら
９
８
）
こ
と
に
よ
り
、
１
９
９

９
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
な
る
際
、「
０

０
」
を
２
０
０
０
年
で
は
な
く
、
１
９

０
０
年
と
認
識
し
て
し
ま
う
と
い
う
問

題
で
す
。

技
術
的
に
は
単
純
な
問
題
で
す
が
、

こ
の
仕
組
み
が
我
々
の
生
活
に
深
く
根

づ
い
て
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
広
く
内
在

し
て
い
る
た
め
、
様
々
な
形
で
問
題
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
問
題
は
マ
イ
ク
ロ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
搭
載
機
器
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
）
に
つ
い
て
も
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
部
の
マ
イ
ク

ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
搭
載
機
器
は
内
部
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
こ
こ
で

日
付
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
か
ら
で
す
。

別
海
町
で
は
２
０
０
０
年
問
題
相
談

窓
口
を
設
け
ま
し
た
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
／
メ
デ
ィ
ア
推
進

室
電
算
係
　
　
　
（
1
９
―
６
０
０
１
）

別
海
町
情
報
化
推
進
協
議
会
の

お
知
ら
せ

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
に
主
体
的
に
参
加
で

き
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

十
月
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
デ
ィ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
す
る

と
共
に
、
別
海
町
の
音
楽
仲
間
と

ブ
ル
ー
ス
ハ
ー
プ
の
八
木
伸
郎
さ

ん
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な

企
画
を
立
て
て
、
地
域
の
文
化
活

動
に
貢
献
し
て
行
く
予
定
で
す
。

〈
定
例
会
の
予
定
〉

◯
日
時
／
十
一
月
十
二
日
（
金
）

午
後
７
時
〜

◯
場
所
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
多

目
的
研
修
室

◯
参
加
者
／
町
内
外
問
わ
ず
、
興

味
の
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
。

問
い
合
わ
せ
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

（
1
５
―
１
１
９
１
）

第
18
回
別
海
町

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
推
進
委
員
会
で

は
、
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
例
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
学
校
の
部

〈
最
優
秀
賞
〉別
海
中
央
小
学
校
〈
優
秀

賞
〉
光
進
小
学
校
・
上
春
別
中
学
校

〈
優
良
賞
〉中
西
別
中
学
校
・
野
付
小
学

校
・
上
西
春
別
中
学
校

◎
地
域
の
部

〈
最
優
秀
賞
〉走
古
丹
町
内
会
〈
優
秀
賞
〉

別
海
連
合
町
内
会
・
西
春
別
本
久
町
内

会
〈
優
良
賞
〉
西
春
別
駅
前
連
合
町
内

会
・
西
春
別
駅
前
西
町
内
会
・
尾
岱
沼

連
合
町
内
会

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
正

道
内
で
事
業
を
営
む

使
用
者
及
び
そ
の
使
用

者
に
使
用
さ
れ
る
労
働

者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
含
む
）
に
適
用
さ
れ

る
北
海
道
最
低
賃
金
額

が
、
次
の
と
お
り
改
正
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
労
働
基
準
監
督
署
　
　

（
1
０
１
５
４
―
４
２
―
９
７
１
１
）

http://www.aurens.or.jp/hp/cms/top.htm E-mail：cms@aurens.or.jp

最低賃金額�
日　額　5,020円�
時間額   　628円�
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おめでた・おくやみ�
（9月1日から9月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u堤　　葉月ちゃん（女）伸　弘（別　　　海）�
　u内藤　知輝ちゃん（男）輝　男（中　春　別）�
　u松本　彩香ちゃん（女）賢　二（別　　　海）�
　u本　　斗基ちゃん（男）義　規（西　春　別）�
　u若森　あみちゃん（女）克　芳（西春別駅前）�
　u国安　結奈ちゃん（女）幸　一（別　　　海）�
　u内藤　碩人ちゃん（男）　訓　（中　春　別）�
　u菅野　淑花ちゃん（女）昌　吾（別　　　海）�
　u大場　稔也ちゃん（男）征　次（西　春　別）�
　u山崎　英明ちゃん（男）孝　一（別　　　海）�
　u　木　優作ちゃん（男）　順　（泉　　　川）�
　u羽石　隆峰ちゃん（男）勝　幸（中　西　別）�
　u松田　陸斗ちゃん（男）　潤　（別　　　海）�
　u小松千菜美ちゃん（女）　均　（西　春　別）�
　u山崎　由佳ちゃん（女）　晋　（上　春　別）�
　u山本　哲太ちゃん（男）広　行（西　春　別）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u森田　寿浩・阿部　志保さん　（中　春　別）�
　u村上　　徹・橋本亜理香さん　（別　　　海）�
　u木村　典義・b野　里美さん　（別　　　海）�
　u土田　巨人・小笠原　望さん　（別　　　海）�
　u山田　宏幸・柳原恵理子さん　（尾　岱　沼）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s三宅　ハキさん　（８３歳）　（別　　　海）�
　s金子　養造さん　（７０歳）　（上　春　別）�
　s千葉アヤ子さん　（７７歳）　（別　　　海）�
　s澤田トクヨさん　（７３歳）　（西春別駅前）�
　s高橋　健児さん　（５９歳）　（別　　　海）�
　s河嶋小二三さん　（７１歳）　（別　　　海）�
　s松本　ハツさん　（８５歳）　（西　春　別）�
　sa田　　勲さん　（５９歳）　（上　春　別）�
　s井上　忠彦さん　（６４歳）　（別　　　海）�
　s佐々木政義さん　（８４歳）　（別　　　海）�
　s泉　キヌ子さん　（７２歳）　（別　　　海）�
　s臼木　　美さん　（５１歳）　（尾　岱　沼）�
　s浜名　ヨネさん　（７８歳）　（西春別駅前）�
　s今井　助雄さん　（８３歳）　（別　　　海）�
�

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
か
ら
だ

い
ま
、「
過
労
死
」
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
医
師
等
の
専
門
家
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
過
労
死
」
等
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
で
の
ご

相
談
で
も
結
構
で
す
。

◯
日
時
／
毎
週
第
２
月
曜
日
　
十
時
〜

十
六
時

相
談
・
問
い
合
わ
せ
／
（財）
労
災
年
金
福

祉
協
会
札
幌
年
金
相
談
所

1
０
１
２
０
―
６
０
３
１
１
４
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

考
え
よ
う
人
権
、

問
い
直
そ
う
男
女
観

人
権
擁
護
委
員
は
、
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、「
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
た
人
権
教

育
の
推
進
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
中
心
に
、

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
の
た
め
の
活

動
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
浸
透
し
て

い
る
男
女
観
を
改
め
て
問
い
直
し
、
正

し
い
人
権
の
啓
発
活
動
に
立
っ
て
、様
々

な
分
野
で
男
女
と
も
に
自
立
し
、
自
己

の
価
値
観
を
高
め
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

北
海
道
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門
学
院

平
成
十
二
年
度
学
生
募
集

◯
募
集
科
目
・
定
員
／
電
気
工
学
科
三

十
名
、
建
築
科
二
十
名
、
機
械
科
　
二

十
名

◯
出
願
期
間
／
十
一
月
三
十
日
（
火
）

ま
で

◯
入
学
経
費
／
授
業
料
は
無
料
で
す
が
、

実
習
服
・
私
物
工
具
・
教
科
書
等
の
経

費
と
し
て
十
三
万
円
程
度
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
道
立
釧
路
高
等
技
術
専

門
学
院

（
1
０
１
５
４
―
５
７
―
８
０
１
２
）

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

平
成
十
二
年
用

お
年
玉
付
年
賀
葉
書
発
売
中

郵
便
局
で
は
、
平
成
十
二
年
用
お
年

玉
付
年
賀
葉
書
を
十
一
月
一
日
よ
り
発

売
し
て
お
り
ま
す
。

寄
付
金
な
し
の
無
地
・
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
紙
（
五
十
円
）
の
ほ
か
、
裏
面
に

お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
絵
柄
を
印
刷
し

た
寄
付
金
付
（
五
十
五
円
）
全
国
版
が

三
種
類
、
北
海
道
版
が
二
種
類
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
の
心
の
こ
も
っ
た
御
挨
拶

用
に
ぜ
ひ
お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

お
歳
暮
に

ゆ
う
パ
ッ
ク
ギ
フ
ト
は
い
か
が

郵
便
局
で
は
、
贈
り
物
・
お
祝
い
な
ど

に
最
適
な「
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ゆ
う
パ
ッ
ク
」、

「
花
鳥
風
月
」な
ど
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
ギ
フ

ト
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら

お
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、

専
用
の
振
替
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

す
る
だ
け
で
、
い
た
っ
て
簡
単
で
す
。

お
歳
暮
な
ど
の
贈
答
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

本
人
確
認
の
た
め
の
資
料
提
示
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

郵
便
局
で
は
、
口
座
を
開
設
さ
れ
る

と
き
や
大
口
の
送
金
等
を
さ
れ
る
と
き

は
、
お
客
様
か
ら
お
名
前
や
ご
住
所
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
証
明
書

類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

を
ご
提
示
い
た
だ
き
、
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
を
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
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◆
今
年
も
各
地
区
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
こ
か
に

出
か
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
今
年
も
無
事

終
わ
り
、
関
係
者
の
方
も
一
段
落
。
▽

暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
夕

暮
れ
も
日
一
日
と
早
く
な
り
、
朝
夕
の

冷
え
込
み
も
め
っ
き
り
と
肌
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ス
ト
ー
ブ
の
季
節
到

来
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し

易
い
の
で
健
康
管
理
に
は
十
分
注
意
し

て
下
さ
い
。
▽
広
報
紙
に
各
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
、
統
計
広
報
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
を
走
る
体
力
は

い
か
な
る
も
の
か
。
走
っ
た
こ
と
の
な

い
人
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

話
し
を
聞
く
と
、
体
力
的
に
は
走
り
続

け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
体
が
自
由
に

な
ら
な
く
な
る
と
聞
き
ま
す
。
足
が
棒

の
よ
う
に
固
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の

か
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
に
は
四
十

キ
ロ
の
関
門
を
四
時
間
で
走
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
日
々
の
努
力
、
精
神
力
、

そ
の
日
の
体
調
。
ど
れ
が
か
け
て
も
制

覇
で
き
な
い
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
。「
走
っ
て

み
た
ら
？
」
と
問
い
か
け
ら
れ
る
と
、

私
の
答
え
は
「
ん
…
」

（
た
く
）

国�民�年�金�

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

「この程度…」�
軽い気持ちが事故を呼ぶ!�

別海町の交通事故発生状況�

発生29件、死者２名、傷者42名�
前年同期比   （＋２）　　　  （－５）　    　（＋12）　　 　�

（平成11年１月１日～10月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ　どのような場合に障害基礎年金が受けられるの
ですか
Ａ 被保険者がケガや病気によって一定の障害の状
態に該当した場合に受けられます。
一般に、障害基礎年金を受けることができるのは、

加入期間中に起きたケガや病気によって後遺症が残
った場合、その障害の程度が障害等級の１級あるい
は２級に該当する人です。また、すでに20歳前に一
定の障害の状態に該当した人は20歳から受けること
ができます。さらに、国民年金の加入終了後、60歳
以上65歳未満の間に起きたケガや病気によって障害
者となった場合も受けられます。ただし、20歳前に
一定の状態に該当した場合を除いて、次のいずれか
の条件を満たしていなければ受けられません。
１、初診日の前々月までの被保険者期間のうち、保
険料を納めている期間と免除されている期間を合わ
せて３分の２以上有していること。
２、初診日の前々月までの１年間に保険料を滞納し
ていないこと。（ただし、平成18年３月31日まで）

社会保険事務相談所開設日
○日時／12月14日c 13時～17時
○会場／中標津町商工会
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
別
海
町

▽
東
急
建
設
㈱
札
幌
支
店
（
札
幌
市
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
永
田
昇
さ
ん
（
別
海
緑
町
）
▽
広
栄

老
友
会
（
中
西
別
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
田
保
博
行
さ
ん
（
奥
行
）
▽
高
橋
正

子
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
佐
々
木
サ

ヨ
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
日
向
孝
志

さ
ん（
泉
川
）
▽
井
上
百
合
子
さ
ん（
別

海
）
▽
㈱
新
生
広
告
社
（
釧
路
市
）
▽

浜
名
正
晴
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
）
▽
今

井
文
子
さ
ん
（
別
海
）
▽
河
嶋
正
徳
さ

◯
募
集
期
間
／
平
成
十
二
年
一
月
四
日

（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡

部
中
標
津
募
集
事
務
所

（
1
２
―
０
１
２
０
）

ん
（
別
海
）
▽
八
木
の
ぶ
お
さ
ん
（
埼

玉
県
）
▽
中
田
敬
恵
子
さ
ん
（
本
別
）

▽
澤
田
耕
助
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
）
▽

臼
木
愛
子
さ
ん
（
尾
岱
沼
港
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
生
徒
募
集

夢
・
挑
戦
、
熱
い
青
春
in
99

◯
資
格
／
中
学
校
を
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
し
て
い
る
者
で
、
平
成
十
二
年
四

月
一
日
現
在
に
お
い
て
十
五
歳
以
上
十

七
歳
未
満
の
男
子
。

◯
試
験
日
／
平
成
十
二
年
一
月
五
日

（
水
）
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


